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Agenda

1. TOP I 2030とCHUGAI DIGITAL VISION 2030
（志済 聡子, 執行役員 デジタル・IT統轄部門長）

2. デジタル基盤強化に向けた3つの取り組み

① Chugai Digital Academy(CDA)
（中西 義人, デジタル戦略推進部長 ）

② Digital Innovation Lab(DIL)
（中西 義人, デジタル戦略推進部長 ）

③ Reconsider Productive Approach(RPA)
（小原 圭介, ITソリューション部長 ）



© Chugai Pharmaceutical Co., Ltd. All rights reserved. 2

2030年に向けた新成長戦略

2030年トップイノベーター像
Envisioned Futureを2030年に中外製薬が到達するべき姿として具現化

世界最高水準の創薬力を有し、
世界中の患者が「中外なら必ず
新たな治療法を生み出してくれる」
と期待する

世界中の情熱ある人財を惹きつけ、
ヘルスケアにかかわる世界中の
プレーヤーが「中外と組めば新しい
何かを生み出せる」と想起する

事業活動を通じたE S G の取り
組みが評価され、社会課題解決を
リードする企業として世界の
ロールモデルになっている

私たちが目指す「ヘルスケア産業の
トップイノベーター」の意味合い

ロシュとの協働のもと、引き続き「革新的新薬」を事業のコアに据えながら、
製薬企業に限らず多様なプレーヤーがイノベーションに挑戦する世界の
ヘルスケア領域においてトップクラスのイノベーターを目指す。

世界の患者さん
が期待する

世界の人財と
プレーヤーを
惹きつける

世界の
ロールモデル



© Chugai Pharmaceutical Co., Ltd. All rights reserved. 3

2030年に向けた新成長戦略

2030年トップイノベーター像実現に向けた新成長戦略

＊RED：Research（研究）とEarly Development（早期開発）の総称

世界最高水準の創薬実現

独自の創薬アイディアを具現化する既存技術
基盤の拡張と新規技術基盤の構築

デジタル活用およびグローバル先進プレーヤー
との連携強化によるイノベーション機会の加速

R&Dアウトプット倍増により毎年自社
グローバル品上市

先進的事業モデルの構築

デジタルを核としたモデル再構築による
患者価値・製品価値の飛躍的向上

バリューチェーン全体にわたる生産性の飛躍的向上

医薬品の価値最大化と収益の柱を目指した
インサイトビジネスの事業化

Key Drivers DX RED SHIFT Open Innovation

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶ ▶ ▶

『R&Dアウトプット 倍増』・『自社グローバル品 毎年上市』
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トップイノベーター像実現に向けた5つの改革

4

①創薬 ②開発 ③製薬 ④Value
Delivery

独自の創薬アイディアを
具現化する既存技術基盤の
拡張と新規技術基盤の構築

デジタル活用および
グローバル先進プレイヤー
との連携強化による
イノベーション機会の加速

ヒト予測の高度化や複数
疾患同時開発等による製品
価値早期最大化

デジタルを活用した先進
的且つ効率的な臨床開発オ
ペレーションの実現

競合優位な中分子生産技
術の確立

世界最高水準の抗体製薬
技術の確立と開発スピード
の実現

デジタル・外部を活用し
た効率的な生産体制の構築

デジタルを活用した
革新的な顧客エンゲージ
メントモデル構築による
顧客価値最大化

独自のエビデンス創出に
よる更なる個別化医療の実現

⑤ 成 長 基 盤
イノベーション創出を支える人財獲得、人事制度・最適組織体制の構築と運用
CHUGAI DIGITAL VISION 2030実現
地球環境対策の実行

インサイトビジネスの事業化模索
質と効率を両立するクオリティマネジメント

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶
▶
▶
▶
▶

2030年に向けた新成長戦略
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CHUGAI DIGITAL VISION 2030

“社会を変える”とは
 個々人に寄り添った最適な個別化

医療の提供を実現する
 超早期診断・予防・治癒の実現に

よるライフタイムを通じた高い
QOLを実現する

 人口減少、少子高齢化の社会でも
sustainableな社会保障制度を実現
する

“ビジネスを革新する”とは
 デジタルを活用した革新的医薬品

の継続的な提供を実現する
 全てのバリューチェーンの大幅な

効率化を実現する
 革新的なサービスが提供できる体

制を構築する
 中外製薬の社員の意識、組織・風

土を変える

デジタル技術によって中外製薬のビジネスを革新し、
社会を変えるヘルスケアソリューションを提供する

トップイノベーターになる

デジタル技術によって中外製薬のビジネスを革新し、
社会を変えるヘルスケアソリューションを提供する

トップイノベーターになる
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中外製薬の３つの基本戦略
デジタル基盤を強化し、全てのバリューチェーンを改革することで圧倒的に生産性・

効率性を向上
デジタルを活用することにより革新的な新薬を創出し、社会を変えるヘルスケア

ソリューションを提供する

CHUGAI DIGITAL VISION 2030

全ての
バリューチェーン

効率化

価値
創造

風土
改革

生産性
革新

デジタル基盤の強化

デジタルを活用した
革新的な新薬創出

(DxD3)*

*DxD3: Digital transformation for Drug Discovery and Development
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中外製薬DXの2030の絵姿

RWD：real world data、RWE：real world evidence
SCM：supply chain management、CSI：Chugai Scientific Infrastructure

デジタルIT基盤（CSI・統合データベース等）

デジタルを活用した革新的な新薬創出 全てのバリューチェーン効率化
デジタルと
人間の協働

治験
自動化・遠隔化

インサイトによる
行動推奨

研究 早期開発
SCM・生産後期開発 営業・マーケ

大幅な生産性向上

デジタル基盤の強化

R&Dプロセスの変革・アウトプット最大化

アウトカム可視化創薬プロセス革新 開発モデル高度化

スマート
プラント

治験の
デジタル化

顧客インター
フェイス改革

デジタル
バイオマーカー

AIを活用した
創薬

RWD/RWE
ゲノム診断

Roche連携・外部NW

患者さん 医療従事者

革新的なサービスの提供
真の個別化医療の提供

エコシステムアナリティクス ケイパビリティ共有

データ
獲得

データの蓄積・
統合

患者さん・疾患の理解
によるインサイト創出

インサイト
活用

インサイト
活用

イノベーションの持続的な創発
デジタルイノベーションラボ（DIL）

デジタル人財・
デジタルアカデミー

定型業務の自動化（RPA等）
大幅な生産性向上
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2020年末デジタル戦略説明会からのアップデート
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デジタルを活用した革新的な新薬創出

全てのバリューチェーン効率化

デジタル基盤の強化

 中外製薬の人工知能（AI）を用いた抗体創薬支援技術 MALEXA-LIの成果をNature Researchが
発行するScientific Reportsに掲載

 デジタルプラントの実現を目指し、生産機能のデジタルトランスフォーメーションに着手
 ①計画 ②直接業務 ③間接業務のいずれでも、人とオペレーションのデータ連携・最適化を図る

 デジタルマーケティング戦略の全社展開
 営業日報や売上データ等、日々の営業活動で生じる様々なデータを統合データベースに蓄積。

機械学習等により状況にあったソリューションを提案
 Reconsider Productive Approach(RPA)の取り組み促進

 全社の各業務効率化を推進するためのプロジェクトを本格稼働

 Chugai Digital Academy(CDA)構想の始動
 デジタル人財を体系的に強化する仕組みを構築。社内のみならず社外貢献も視野

 Digital Innovation Lab(DIL)の機能強化
 社員のアイディアを形にする取り組みへの外部パートナー企業の巻き込み強化



© Chugai Pharmaceutical Co., Ltd. All rights reserved. 9

DX銘柄2021に選定
戦略的デジタルトランスフォーメーションを推進する企業として医薬品産業の中から

2年連続で選出
トップマネジメントの積極的なコミット、明確なデジタルビジョンや投資方針の下、

AIなどを活用した創薬開発プロセスの変革や人財強化・風土改革、患者さんへの新たな価
値提供に向けた取り組みなどが評価される
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中外製薬DXの2030の絵姿

デジタルIT基盤（CSI・統合データベース等）

デジタルを活用した革新的な新薬創出 全てのバリューチェーン効率化
デジタルと
人間の協働

治験
自動化・遠隔化

インサイトによる
行動推奨

研究 早期開発
SCM・生産後期開発 営業・マーケ

大幅な生産性向上

デジタル基盤の強化

R&Dプロセスの変革・アウトプット最大化

アウトカム可視化創薬プロセス革新 開発モデル高度化

スマート
プラント

治験の
デジタル化

顧客インター
フェイス改革

デジタル
バイオマーカー

AIを活用した
創薬

RWD/RWE
ゲノム診断

Roche連携・外部NW

患者さん 医療従事者

革新的なサービスの提供
真の個別化医療の提供

エコシステムアナリティクス ケイパビリティ共有

データ
獲得

データの蓄積・
統合

患者さん・疾患の理解
によるインサイト創出

インサイト
活用

インサイト
活用

イノベーションの持続的な創発
デジタルイノベーションラボ（DIL）

デジタル人財・
デジタルアカデミー

定型業務の自動化（RPA等）
大幅な生産性向上
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Agenda

1. TOP I 2030とCHUGAI DIGITAL VISION 2030
（志済 聡子, 執行役員 デジタル・IT統轄部門長）

2. デジタル基盤強化に向けた3つの取り組み

① Chugai Digital Academy(CDA)
（中西 義人, デジタル戦略推進部長 ）

② Digital Innovation Lab(DIL)
（中西 義人, デジタル戦略推進部長 ）

③ Reconsider Productive Approach(RPA)
（小原 圭介, ITソリューション部長 ）
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中外製薬DXの2030の絵姿

デジタルIT基盤（CSI・統合データベース等）

デジタルを活用した革新的な新薬創出 全てのバリューチェーン効率化
デジタルと
人間の協働

治験
自動化・遠隔化

インサイトによる
行動推奨

研究 早期開発
SCM・生産後期開発 営業・マーケ

大幅な生産性向上

デジタル基盤の強化

R&Dプロセスの変革・アウトプット最大化

アウトカム可視化創薬プロセス革新 開発モデル高度化

スマート
プラント

治験の
デジタル化

顧客インター
フェイス改革

デジタル
バイオマーカー

AIを活用した
創薬

RWD/RWE
ゲノム診断

Roche連携・外部NW

患者さん 医療従事者

革新的なサービスの提供
真の個別化医療の提供

エコシステムアナリティクス ケイパビリティ共有

データ
獲得

データの蓄積・
統合

患者さん・疾患の理解
によるインサイト創出

インサイト
活用

インサイト
活用

イノベーションの持続的な創発
デジタルイノベーションラボ（DIL）

定型業務の自動化（RPA等）
大幅な生産性向上

デジタル人財・
デジタルアカデミー
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Chugai Digital Academy（CDA）のコンセプト概要

推進基盤となる
デジタル人財
の育成強化

社外還元を通じた
ブランド力

・採用力の強化

「製薬×デジタル」
ナレッジの社会還元

対外的な魅力の高まりによる
人財プール・

エコシステムの拡大

体系的かつ最新の
デジタル研修

（Off-JT, eLearning)

全社デジタルPJ
への戦略的配置

外部へのプログラム
の提供・共同開発

コミュニティへの
アクセス・協働

大学・研究機関

外部企業
・ベンチャー

＋

社外での実践的
研修・人財交流

CEOプログラム
・ハッカソン等

DILデジ推・部門PJ

目的①

目的②

先端DX企業との協働

デジタル人財を育成・獲得する仕組みを構築
社外還元による採用力強化・外部との連携促進、エコシステム形成
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社内人財育成体制の確立
全本部から育成対象人財を募集し、職種共通/職種別専門の講座で構成されるOff-JTと

実践的なOJTまで含めた包括的な育成プログラムを提供

研究本部 TR本部 臨床開発本部 製薬本部 医薬安全性本部

MA本部 営業本部 PLU 信頼性保証U FMU コーポレート

全本部・ユニットから
受講者を推薦

職種共通Off-JTプログラム (9PGM/50h以上)

データ
サイエンティスト

(解析型)
専門プログラム デジタルストラテジスト

システムアーキテクト・・・

・・・
デジタル

プロジェクト
リーダー

専門プログラム

データ
サイエンティスト

(エンジニア型)
専門プログラム

推進基盤となるデジタル人財の育成強化

エバンジェリストとして
部門の取り組みをリード

TR：Translational Research、MA：Medical Affairs、
PLU：Project Lifecycle Management Unit、FMU：Foundation Medicine Unit
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社外還元を通じたブランド力・採用力の強化

社外還元による貢献と好循環の確立
社内で蓄積した「製薬×デジタル」ナレッジを、学生を中心とした次世代人財に積極的に

提供。社会還元を通じた中外製薬のブランド・採用力強化を図る

職種共通プログラム

DS向け

社内OJT

専門Off-JT

社内OJT

専門Off-JT

DPL向け

ブランド・採用力強化による優秀なデジタル人財の獲得

育成プログラムの
提供による次世代
人財育成への貢献

デジタル人財の
社内育成

“製薬×デジタル”
ナレッジの社外還元

中外製薬 社内 社外組織・機関
（大学/大学院、研究室 など）

コミュニティ形
成・協働による
業界DXへの寄与

ナレッジ
提供

DS：Data Scientist、DPL：Digital Project Leader
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Chugai Digital Academy(CDA)のコンセプト概要

社外還元を通じた
ブランド力

・採用力の強化

「製薬×デジタル」
ナレッジの社会還元

対外的な魅力の高まりによる
人財プール・

エコシステムの拡大

外部へのプログラム
の提供・共同開発

コミュニティへの
アクセス・協働

大学・研究機関

外部企業
・ベンチャー

社外での実践的
研修・人財交流

CEOプログラム
・ハッカソン等

目的②

デジタル人財を育成・獲得する仕組みを構築
社外還元による採用力強化・外部との連携促進、エコシステム形成

推進基盤となる
デジタル人財
の育成強化 体系的かつ最新の

デジタル研修
（Off-JT, eLearning)

全社デジタルPJ
への戦略的配置

＋

DILデジ推・部門PJ

目的①

先端Dx企業との協働



© Chugai Pharmaceutical Co., Ltd. All rights reserved. 17

当面の育成対象人財
21年はDS高度解析・統計型、DPL型の2つを育成優先度高として設定

デジタルプロジェクト

優先2職種の位置づけイメージ 各人財の役割

外部ベンダー/パートナー

自部門

ビジネス型が
社内外を繋ぐ

データ
サイエンティスト

(高度解析・統計型)

データ
サイエンティスト

(プログラマ・
エンジニア型)

DPL

社内他部門

データサイエンティスト
(ビジネス型) 社内外連携

(PJTマネジメント)
DPL(Digital Project Leader)
幅広いデジタル関連知識・経験を基に、
デジタルプロジェクトを企画、管理・推進

データサイエンティスト(DS)

(ビジネス型)
ビジネス上の課題/ニーズを社内外の解析
実施者に正確に伝達

(高度解析・統計型)
ビジネス上の真の課題/ニーズを理解し、
モデル構築/解析、統計分析に落し込み

(プログラマ・エンジニア型)
解析を支えるプログラミング、
データ処理/加工、DBの構築

優先育成職種

優先育成職種
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データサイエンティスト高度解析・統計型、DPLのアシスタント・Jr. エキスパートクラスへ
の引き上げを行う

当面の育成対象人財で目指すレベル

18

データサイエンティスト高度
解析・統計型

高いレベルで自らモデル構築/
解析、統計分析への落し込み
が可能

上位者の指示に基づきアウト
プット生成が可能

DPL

幅広いデジタル関連知識・経験
を基に、高いレベルでプロジェ
クトを企画、管理・推進

デジタル関連プロジェクトを企
画、管理・推進

エキスパート

アシスタント

エキスパート

Jr. エキス
パート

21年の優先レイヤー
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CDA育成プログラムの全体像 (2021年)
職種共通および職種別のスキル強化に向けたOff-JT、および実務での

OJT育成も提供予定
Digital Project Leader型

（ジュニアエキスパート）
高度解析・統計型
（アシスタント）

職種共通
基礎スキル

研修

OJT 現場でのデジタル業務実施・エキスパート人財による伴走育成（全社PJ、社外実践PJ）

基礎スキル
(78h/7PGM)

スタンス
(8h/1PGM)

プロジェクト
マネジメント

外部ベンダー
マネジメントセキュリティ 法的ルール

デジタル人財マインドセット

デジタルPJ企画・立ち上げ デジタルPJ推進・方法論デジタル基礎
(トレンド・活用事例/データ活用)

…プログラム実施単位

職種別
専門スキル

研修

DPL専門スキル (40h/1PGM)高度解析・統計型専門スキル

…
(省略)

多重
検定

因果
推論

疫学
基礎

統計
基礎

データ
検索・
前処理

統計
モデリング

基礎

ジュニアエキスパート育成ブートキャンプ製薬
特有

共通
(43h/

11GPM)
…

(省略)
企画 立上げ 推進

社内・業界他社事例をベースとした
架空デジタルPJのケースワーク
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OJTの概要
対象職種の上位エキスパートがコーチ役となり、育成目標の設定から

実務での伴走、状況モニタリングまでのサイクルを回す

• アセスメントにより対象者
のスキル現状把握

• 明確なゴールを設定

• 適切な業務・タスクを設定

• 上位エキスパートからの
FBとコーチングの
サイクルによる育成

• 働き方やアウトプットへ
のアドバイス

• ロールモデルからの
キャリアプランイメージ

• スキル定義に照らした
育成状況を評価

• 次の育成計画・目標設定
に反映

• 育成対象者の所属本部の
DX方針に照らし、育成
ニーズ・テーマを明確化

アセスメント・
今後の育成計画

テーマ選定 現状把握・目標設定

育成 (OJT主体)
現状把握・
目標設定

育成
(OJT)

アセス
メント

・今後の
育成計画

テーマ選定

上位
エキスパート

バディ

ポテンシャル
人財
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CDA育成プログラム実施の運用
4・7・10月の年間3回開催し、前述のプログラム提供

※ OJTの実施期間は今後決定予定。本資料ではそれぞれ3ヶ月、6ヶ月と仮置き

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

職種共通Off-JTDS

DPL

専門Off-JT OJT（全社/部門）

専門Off-JT OJT

職種共通Off-JT

職種共通Off-JT 専門
Off-JT

…

…

…

専門
Off-JT OJT（全社/部門）職種共通Off-JT

専門
Off-JT OJT（全社/部門）職種共通Off-JT …

第1期開始 第2期開始 第3期開始

第1期

第2期

第3期

第1期

第2期

専門
Off-JT職種共通Off-JT

第3期

…

…
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【

CDA パートナーを募集しています

22

CDAのコンセプトを実現するために様々なパートナー企業様を募集しております。
社内・社外におけるデジタル人財強化に共にチャレンジしませんか

Join us !

 DS向け高度解析専門
スキル研修の開発・
提供

 職種共通基礎スキル
研修開発・提供

 DPL向け専門スキル
研修開発・提供

 Xxxxx
 Xxxxx

【提供企業】 【提供コンテンツ】
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Agenda

1. TOP I 2030とCHUGAI DIGITAL VISION 2030
（志済 聡子, 執行役員 デジタル・IT統轄部門長）

2. デジタル基盤強化に向けた3つの取り組み

① Chugai Digital Academy(CDA)
（中西 義人, デジタル戦略推進部長 ）

② Digital Innovation Lab(DIL)
（中西 義人, デジタル戦略推進部長 ）

③ Reconsider Productive Approach(RPA)
（小原 圭介, ITソリューション部長 ）
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中外製薬DXの2030の絵姿

デジタルIT基盤（CSI・統合データベース等）

デジタルを活用した革新的な新薬創出 全てのバリューチェーン効率化
デジタルと
人間の協働

治験
自動化・遠隔化

インサイトによる
行動推奨

研究 早期開発
SCM・生産後期開発 営業・マーケ

大幅な生産性向上

デジタル基盤の強化

R&Dプロセスの変革・アウトプット最大化

アウトカム可視化創薬プロセス革新 開発モデル高度化

スマート
プラント

治験の
デジタル化

顧客インター
フェイス改革

デジタル
バイオマーカー

AIを活用した
創薬

RWD/RWE
ゲノム診断

Roche連携・外部NW

患者さん 医療従事者

革新的なサービスの提供
真の個別化医療の提供

エコシステムアナリティクス ケイパビリティ共有

データ
獲得

データの蓄積・
統合

患者さん・疾患の理解
によるインサイト創出

インサイト
活用

インサイト
活用

デジタル人財・
デジタルアカデミー

定型業務の自動化（RPA等）
大幅な生産性向上

イノベーションの持続的な創発
デジタルイノベーションラボ（DIL）
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デジタルイノベーションラボ（DIL）とは

 外部パートナー・社内リソースと協働して課題解決を最速に実現
 プロジェクト開始までの承認プロセスを短縮し、アイデア具現化のサポートを実施
 組織だけでなく、個人でも提案可能。誰もが新しいことにチャレンジできる仕組み

デジタルを活用した既存業務の
効率化・価値向上・新たな事業創造

中外社員の抱える
ビジネス課題解決・アイデア実現の

場の提供によるマインド変革

社員の風土改革としての成果創出中外のビジネスとしての成果創出

ビジネス×デジタル観点による業務改善や新たな価値創造を実現させる仕組み
中外のビジネスとしての成果創出、社員の風土改革としての成果創出を狙う

ポイント
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Digital Innovation Labの全体像

26

アイディア
創出

コンセプト
具体化

それぞれの知見・経験 共有の場

全社員
各人の状態に合わせて参加するフェーズを選択

DIL Award
イノベーティブなアイデアを表彰

より良い
アイデア・
解決手法を

フィードバック
本番展開

検討

『アイデア創出～本番展開の意思決定』までのアイデアを形にするプロセスを包括的に支援

PoC計画化・
検証実行
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PoC計画化・検証実行フェーズの詳細
アイデア募集後、中外社員と外部のパートナーをマッチングし、

企画書(PoC計画書)を具体化。その後クイックにPoC実施し、本番開発を目指す

既存の取り組みとの
重複を回避

•ビジネス課題・
リターンを
明確化

•課題の解決実現
のための詳細
検証計画を策定

アイデア募集

•必要な検証を行い
本番への実行の道筋
を明確化DIL

審
議
委
員
会

DIL

審
議
委
員
会

3カ月

PoCPoC
準備

2-3カ月1カ月

企画書作成マッチング

•イノベーション
創出加速に向け、
共創パートナーを
社内外で探索

1カ月以内
DIL事務局サポート

PoC移行可否を
判断

本番展開検討
移行可否を判断
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マッチングの仕組み
中外社員によるアイデア起案と、パートナーによるアイデア起案の2通りでアイデア起案
共創の場（ピッチコンテスト方式）により両者のマッチングを実現

A. 中外社員によるアイデア起案 B. パートナー起点の提案

• パートナーが適合するソリューションを
提案

• 中外社員がパートナーを選定し、共同で
企画書を作成

• パートナー自身が企画とソリュー
ションのアイデアを提案

• 共創希望のある中外社員は意思表
明、共同で企画書を作成

社員 パー
トナー

共創の場社員 パー
トナー

共創の場

④マッチング
成立

②アイデア起案
③ソリューション

提案①着想

⑤マッチング
成立

③アイデア起案

④中外目線での
企画の具体化

①テーマ提示

②着想
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2020年および2021年案件数・応募者数

29

2020年 （DIL-1）：2020年6月募集開始

2021年 第一期（DIL-2） ：2021年2月募集開始

 144件の応募
 全10部門より212名

が参加
 25件がPoCを実施  数件が本番展開以降

検討中

 207件の応募
 全10部門より250名

以上が参加
 25件がPoC実施を

準備中

これまで2回実施する中で全部門の社員が参加し、それぞれ100件以上のアイデアを応募
社内のアイデア実現インフラとして定着しつつある
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2020年DIL参加者へのアンケート結果～課題に対する変革意欲

Q: DILの取り組みを通じて、課題に対して自ら変革を起こしていく意欲が向上したか？

※ｎ=55
行動の

きっかけ

• 部署内でのPoCを検討していたが、DILを通じて行うことで
社内との調整もスムーズに行けた

• スピード感が増すことで、いいモチベーションを保ったまま
遂行できた

DILがアクションやデジタル理解・成長機会、社内外コラボ等のきっかけとなり、
自ら変革を起こす意欲の向上に大きく寄与している

44%

44%

11%
2%

a.大いに向上した b.向上した
c.どちらとも言えない d.やや低下した
e.かなり低下した

約9割が
向上したと
回答

デジタル
理解浸透・
成長機会

• リーダーとしてのふるまい方等実践する機会になっている
• デジタル化へ挑戦する意欲につながった
• 様々な技術について触れることができ、最新技術を調べる

きっかけにもなった

社内外
コラボ

• 通常業務では関わらない他部署の方との議論を通じて視野が
広がった

• 社内外の多くの方と連携し、思考を繰り返す作業が、モチ
ベーションアップにつながった
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DILにおけるPoC検証実施事例①

31

VRを活用した分子モデリングシステムの導入 富士通株式会社、Nanome

テーマ パートナー企業

これまで3Dプロジェクタが設置された会議室に集
まり、立体モデルを鑑賞しながら分子デザイン会
議を開催してきた。これをリモートでも実施可能
とするためVRを活用したシステム導入をしたい

背景・課題

検証内容

検証結果

ビジネス観点

テクノロジー観点

ビジネス観点

テクノロジー観点

多くの会議参加者からPositiveな回答が得ら
れ、従来の会議と比べて同等以上の効果が見込
めると判断

ネットワーク回線の遅延や動作に問題がない
ことを確認

ヘッドマウント
ディスプレイとし
てOculas を使用

本番展開検討中

分子デザイン会議をリモートで開催する上
で、従来の会議体と比べて利便性・有用性
の点で同等以上の効果が期待されるか？

鎌倉・御殿場間でリモートで開催する上
で、ネットワークや計算機パフォーマンス
に起因する遅延などなく進行できるか？
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DILにおけるPoC検証実施事例②

32

Chugai-dBM DataCollection Platformの構築
(Apple HealthKit/ResearchKitの活用) 自社内で実施

テーマ パートナー企業

医薬品開発プロジェクトにおけるdBM導入には
様々な課題が存在する。Idea-basedでdBM導
入が可能なPlatformを構築することで、誰もが
クイックに活用できる環境を整備する

背景・課題

検証内容

検証結果

ビジネス観点

テクノロジー観点

ビジネス観点

テクノロジー観点

 社員ボランティアでの観察研究を立案（倫理委員会
付議済）

 ４Qまでにデータ取得が完了し，解析を開始する予定

 初期学習コストはかかるが、ノンプログラマーでな
ければ、比較的簡易にデータ取得アプリが作成可能

 データ収集・蓄積部分のアーキテクチャ設計・セ
キュリティ設計完了。プロトタイプを構築中

 セキュリティリスクに関する検証を実施中

 Consumer向け/Research向けを含む複数ウェアラ
ブルデバイスから取得されるデータの比較

 各ウェアラブルデバイス・スマートフォンで取得
したデータの臨床における利用可能性評価

 ResearchKitの活用容易性評価(ノンプログラ
マーでも活用が可能か？)

 iOSアプリを活用したデータ収集・蓄積アーキ
テクチャ検討・評価(コスト・拡張性・セキュ
リティ)
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DILにおけるPoC検証実施事例③

33

乳がん術後のリンパ浮腫の発生予防 アクセンチュア株式会社

テーマ パートナー企業

乳がん術後患者に生じることがあるリンパ浮腫
は、早期発見・早期治療が重要である
患者本人による腕の周径測定や自覚症状の管理
が可能なサポートツール、アプリを検討する

背景・課題

検証内容

検証結果

ビジネス観点

テクノロジー観点

ビジネス観点

テクノロジー観点

 医療従事者へのヒアリングにより、臨床現場での高
いニーズ、他疾患への横展開可能性を確認

 医療機器プログラムではなく、ウェルネスデバイス
の範疇であると判断

 測定部位や腕の傾きが精度に影響し、推定値と実際
の周径との誤差が生じることを確認

 本手法実現には新たな要素技術の検討が必要

 医療従事者からのニーズの有無、
 医療機器プログラム及び他疾患への横展開可能性

 リンパ浮腫発症の早期発見のために、スマート
フォンアプリ等の汎用機器による周径の推定は
可能か？
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DIL partner企業一覧（2021年6月現在）
一緒にチャレンジいただけるパートナー企業様を募集しております。

34
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DIL partner企業一覧（2021年6月現在）
一緒にチャレンジいただけるパートナー企業様を募集しております。
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DIL partner企業一覧（2021年6月現在）
一緒にチャレンジいただけるパートナー企業様を募集しております。
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Agenda

1. TOP I 2030とCHUGAI DIGITAL VISION 2030
（志済 聡子, 執行役員 デジタル・IT統轄部門長）

2. デジタル基盤強化に向けた3つの取り組み

① Chugai Digital Academy(CDA)
（中西 義人, デジタル戦略推進部長 ）

② Digital Innovation Lab(DIL)
（中西 義人, デジタル戦略推進部長 ）

③ Reconsider Productive Approach(RPA)
（小原 圭介, ITソリューション部長 ）



© Chugai Pharmaceutical Co., Ltd. All rights reserved. 38

中外製薬DXの2030の絵姿

デジタルIT基盤（CSI・統合データベース等）

デジタルを活用した革新的な新薬創出 全てのバリューチェーン効率化
デジタルと
人間の協働

治験
自動化・遠隔化

インサイトによる
行動推奨

研究 早期開発
SCM・生産後期開発 営業・マーケ

デジタル基盤の強化

R&Dプロセスの変革・アウトプット最大化

アウトカム可視化創薬プロセス革新 開発モデル高度化

スマート
プラント

治験の
デジタル化

顧客インター
フェイス改革

デジタル
バイオマーカー

AIを活用した
創薬

RWD/RWE
ゲノム診断

Roche連携・外部NW

患者さん 医療従事者

革新的なサービスの提供
真の個別化医療の提供

エコシステムアナリティクス ケイパビリティ共有

データ
獲得

データの蓄積・
統合

患者さん・疾患の理解
によるインサイト創出

インサイト
活用

インサイト
活用

イノベーションの持続的な創発
デジタルイノベーションラボ（DIL）

デジタル人財・
デジタルアカデミー

大幅な生産性向上定型業務の自動化（RPA等）
大幅な生産性向上
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CHUGAI RPA（Reconsider Productive Approach）
「Reconsider Productive Approach」－ ロボットを開発する前に、現在の作業内容や作

業手順を見直すことから始める－これが、中外製薬のRPA
2018年CFO直轄の全社プロジェクトとして始動し、累計7.7万時間以上の業務時間を削減
113業務シナリオ自動化／無人ロボット稼働時間：4,715時間/月(約27人分) (稼働率80％) 

CHUGAI RPA ロゴ
「業務プロセスを見直す」というキーワードから「目」を
モチーフにしました。カラフルな6色が連なりぐるっと回
転しています。ロボットが実働する・しないに関わらず、
一連の業務プロセスを丁寧に見つめる、見直す。その過程
すべての活動が「CHUGAI RPA」。そんな想いをこのロゴ
で表現しました。

2018年
1.3万時間

2019年
2.9万時間

2020年
3.5万時間以上

全社推進体制 RPA認定制度発足 RPA基盤刷新

CFOより認定カードの授与 エキスパート認定者の皆さん
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RPA市民開発者の社内認定制度

40

熟練したRPA開発者には「エキスパート」、エキスパートで組織全体のRPA活動推進を
促進した者には「マスター」を認定（マスター・エキスパート認定者 34名）

認定資格として人事システムへの登録を認めている
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新薬候補
探索

開発
化合物
発見

非臨床
試験

臨床試験 申請承認 製造 販売
物流

販売後管理

CHUGAI RPAの現状と課題

41

RPAを活用する組織の積極性に濃淡がある
RPA化に成功している組織は、業務効率化に対するトップのリーダーシップと目標設定、

推進体制が整備されている
多くの従業員が活用できるRPAが少なく、効果を実感できている従業員は限定的

臨床開発本部研究本部 TR本部 製薬本部
医薬安全性本部 営業本部

MA本部

信頼性保証ユニットプロジェクト・ライフサイクルマネジメントユニット ファウンデーションメディシンユニット

人事部財務統括部門 IT統括部門 法務部

総務部 知的財産部

サステナビリティ推進部 監査部

経営企画部

事業開発部

渉外調査部

CBS

財務
経理部

広報
IR部 購買部 ISOL

部 デジ推

本
部

ユ
ニ
ッ
ト

コ
ー
ポ
レ
ー
ト

マクロ マクロ

マクロ

マクロ xoBlos

×27 ×34

各組織・機能のRPA活用状況
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CHUGAI RPA推進活動の再スタート

2018年
1.3万時間

2019年
2.9万時間

2020年
3.5万時間以上

2021年
5万時間

以上

全社推進体制 RPA認定制度発足 RPA基盤刷新 RPA×AI

2023年
10万時間

以上

＋ ＋

2020年は、コロナ禍のテレワークを実現するコミュニケーション基盤や電子署名など業務
のデジタル化が加速（デジタルワークプレイスの環境整備と働き方改革を牽引）

2021年は、RPA推進活動を再スタート、5万時間の業務削減時間の創出をKPIとする
2023年には、RPA×AIによって業務変革が当たり前のように行われ、10万時間の業務削減

時間が創出可能な活動へと進化させる

Where there is will, there is a way.
The best is yet to come.
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RPA推進活動計画書 の作成
全てのユニット・本部・コーポレート基本組織がRPA推進活動計画書を作成
2021年は、全社で 181件のテーマに対してRPA開発着手を計画
新たに年間4.3万時間以上の削減時間創出が可能になり、一人当たり約6.５時間／年

の時間創出が可能
34名のRPA認定資格者（2021年4月時点）が、2021年末には約120人の人員増強が可能

部門別 RPA推進活動計画書のイメージ

※
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RPA推進会議の拡大と組織長のコミットメント
全ての本部長・コーポレート基本組織長の参画と業務効率化へのコミットメント強化
デジタル戦略委員会の分科会として、年に１度の開催から四半期毎の開催へ
各部門の取り組み状況やベストプラクティスの共有による価値最大化

2020年11月26日開催のRPA推進会議の様子
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RPA×AIによる業務効率の最大化や規制対象業務のRPA化を推進中

45

RPA×AIによって業務効率を最大化した事例も出始めている
高い信頼性が求められるバリデーション対象の規制対象業務のRPA化を開発中
RPAプラットフォーム（UiPath自体）のクオリフィケーション（適格性評価）を実施中

RPA×AIの社内事例：薬事規制情報の自動収集・評価・要約作成業務
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「RPA IDEA BOX」で自動化の判断・業務整理をサポート

46

RPAライフサイクル（アイデア提出～実装までの流れ）を一元管理し、全社でアイデア、
RPA部品を共有

自動化ツールとして、UiPath Studio/StudioX、Microsoft Power Automate、Excelマク
ロが選択可能

2021年5月から全社展開開始（全ての従業員がアクセス可能）

RPA IDEA BOX画面イメージ
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CHUGAI RPA Squareの開校

47

業務効率化、自動化に関する基礎から応用までの幅広いコンテンツを用意
集中型の集合研修ではなく、毎週決まった曜日、時間に開催
UiPath Studioだけでなく、Microsoft Power Automateの教育カリキュラムも統合予定

CHUGAI RPA Square 第1期カリキュラム

RPA Master 認定カード RPA Expert 認定カード
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CHUGAI RPA Promotion Site（1/4）
CHUGAI RPAに関する様々な情報を日々更新しています。❙トップページ

48
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❙利用者向け情報❙推進リーダ・担当者一覧

各部門のCHUGAI RPA推進リーダ・担当者を
ご紹介しています。

Studio X, RPA IDEA BOX, Task Captureなど
最新ツールの紹介をしています。

CHUGAI RPA Promotion Site（2/4）

49
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CHUGAI RPA Promotion Site（3/4）

❙CHERMS 関連業務のRPA化

CHERMS に関する業務をRPA化する際の開発方針、
セレクター利用手順などを掲載しています。

❙RPA開発を始めるには

これからRPA開発を検討する方向けに、
手順、申請先等を掲載しています。

※ CHERMS: SAP R/3をベースとした基幹業務システムの呼称

※

※
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❙HOT TOPICS

開発者インタビュー記事や社内外イベントの参加
レポートなどを掲載しています。

CHUGAI RPA Promotion Site（4/4）

❙CHUGAI RPA NEWS

不定期でニュースレターを発行しています。
ホットなニュースをお伝えしています。

51
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CHUGAI RPAの活動を当社公式YouTubeで紹介
社外向け動画でCHUGAI DIGITALおよびCHUGAI RPAのコンセプトをご紹介しています。
製薬会社ならではのRPA活用事例も掲載しています。

https://www.youtube.com/watch?v=m1AzLz19hIQ
52

https://youtu.be/m1AzLz19hIQ
https://www.youtube.com/watch?v=m1AzLz19hIQ
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RPAをもっと身近に

53
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お問い合わせ先

広報IR部
報道関係者の皆様：メディアリレーションズグループ

Tel： 03-3273-0881
E-mail： pr@chugai-pharm.co.jp
担当： 清水、三義、横山、和泉、大塚

本資料に掲載されている会社名、ロゴ及び製品名などは該当する会社の商標または登録商標です。
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